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 １１月１６日、平成

３１年度の新潟県予算

に対する要望書を奥村

会長が、花角知事、藤

山福祉保健部長に提出

しました。 
 お忙しい中、知事か

らは、医療・看護につ

いては重要であり、今

後十分に意見をお聞き

したいとのお話があり

ました。 



新潟県知事 花角 英世 様 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 31 年度予算に対する要望書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     平成 30 年 11 月 16 日   

 公益社団法人新潟県看護協会 

      会 長 奥村 麗子 



2025 年を見据えた社会保障制度改革が進み、地域医療構想、地域包括ケアシ

ステムの構築が進んでいます。高齢者のみならず子どもや子育て世代も含めた

すべての世代そして社会的弱者にとってもより良い仕組みにしていく必要があ

ります。このような社会情勢を踏まえ、新潟県看護協会は本会の使命である

「看護の質向上」「働き続けられる環境づくり」「看護領域の開発・展開」を基

として、平成 31 年度の重点目標に 
 ・地域包括ケアにおける看護提供体制の推進 

 ・看護職が働き続けられる勤務環境づくりの推進 

・看護職の役割の推進と質の高い看護人材の育成 

 ・経営基盤及び組織の強化 

を掲げ、事業を推進していきたいと考えています。 

 県におかれましても、何卒本会の活動趣旨にご理解をいただき、

地域医療介 

護総合確保基金等の活用により下記の事業等実施にご支援を賜りますよう要望

いたします。 

 

記 

 

１ 看護職員確保対策 

  医療の高度化・複雑化などを背景に、看護職には自律的に判断し、行動で

きる能力が一層求められています。特定行為・認定看護師研修の受講支援

や種々のスキルアップ支援体制の強化が必要であり、この体制整備により

看護師確保や離職防止にもつながると考えます。 

（１）看護職員の定着促進 

特定行為研修機関や認定看護職員養成機関の県内設置及びキャリア形

成のできる環境を整備することで、看護師の県外流出を防ぎ、地域包括

ケアの推進や県民への質の高い看護の提供に結びつくと考えます。 

・認定看護師養成機関の県内設置及び既存の認定看護師資格取得支援事

業の実施主体に訪問看護ステーション及び福祉関係機関等を追加して

いただきたい。 

・特定行為研修機関の県内設置及び特定行為に関する研修の受講につい

ても認定看護師資格取得支援事業と同様の支援をお願いしたい。 

（２）看護基礎教育の体制強化 

看護基礎教育における実習受け入れ施設の確保が困難な状況である。

実習受け入れ施設の確保と実習指導者教育の充実をお願いしたい。                             

（３）ナースセンターの機能強化 



    ナースセンターについては上越支所に加え長岡支所の開設をお願いし

たい。これにより上・中・下越それぞれの拠点として看護職員確保・

定着の強化につなげる。 

 

２ 在宅医療の推進 

  地域医療構想の実現や地域包括ケアシステムの構築が推進される中で、そ 

れを支える訪問看護および高齢者等施設看護の安定した供給とサービスの 

  充実が求められます。 

（１）訪問看護師の確保・定着対策 

   新人・新任訪問看護師の教育・研修及び現地指導ができる認定訪問看

護師を各地域に配置するとともに、看護の実践能力向上のための研修

を受講できる体制を整備することによって訪問看護師の育成・定着を

図ることが必要と考えます。 

・訪問看護教育体制整備事業への継続的支援をお願いしたい。 

   ・特定行為研修受講等の代替職員確保への支援をお願いしたい。 

（２）高齢者施設等の看護・介護サービスの充実 

   地域包括ケア推進には、看護及び介護職等の資質向上が必要である

が、小規模施設・事業所では研修を受けにくい状況にある。本協会で

は認定看護師等専門的看護師が出前方式で指導を行ない、看護・介護

職の資質向上につなげています。今後更に県内全域での実施及び看

護・介護職への指導の充実のため県の支援が必要と考えます。 

  ・高齢者施設等への出前方式による看護・介護職への資質向上研修への 

支援をお願いしたい。 

 

 


